
○ 議事日程

３、会長あいさつ

錦 江 町 農 業 委 員 会 総 会 議 事 録

○ 開催日時 平成２６年 １月２０日（月）午後２時００分から

○ 開催場所 錦江町役場 庁議室

○ 出席委員（２０人）

会長 宿利原勝吉

会長代理 近川 正人

委員 ２番 鈴 一磨

〃 ３番 東郷 輝昭 ・・・・・ 欠席届有り

〃 ４番 木原 光郎

〃 ５番 厚ケ瀬博文

〃 ６番 黒瀬 正

〃 ７番 牧原 昇

〃 ８番 鍋 康博

〃 ９番 樋渡 俊信

〃 １０番 平原 栄

〃 １２番 貫見 和洋

〃 １３番 鮫島 廣幸

〃 １４番 猪鹿倉昭雄

〃 １５番 落司 順一

〃 １６番 畠中 正秋

〃 １７番 寺田 郁哉

〃 １８番 安水 義文 ・・・・・ 欠席届有り

〃 １９番 徳永 哲朗

〃 ２０番 基 岸澄

欠席委員 3番 東郷輝昭 18番 安水義文

事務局職員 事務局長 坂元博美 書記 折久木まり子 書記 中野好太郎

１、開 会

２、農業委員憲章朗読

４、議 事

議案第40号 非農地証明願いについて

議案第41号 平成25年度耕作放棄地調査に伴う非農地の判定について

第１ 議事録署名委員の指名

第２ 会務報告

第３ 附議事項

議案第37号 農地法第５条許可申請について

議案第38号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利用
集積計画（所有権移転）の錦江町長に対する要請について

議案第39号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利用
集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について



議 長 只今より平成２５年度第１０回錦江町農業委員会定例総会の会議を開会いたします。

本日の総会は、３番の東郷委員と１８番の安水委員から欠席届が提出され、受理してお
りますが、委員２０名中１８名の出席で、定足数に達しておりますので、錦江町農業委員
会会議規則第８条の規定により総会は成立していることをお知らせします。

それでは、錦江町農業委員会会議規則第２３条第２項の規定により、本日の会議録署名
委員に ４番 木原委員 と ５番 厚ヶ瀬委員 を指名いたしますので、よろしくお願い
いたします。

次に事務局から会務報告と説明をお願いします。

事務局 （会務報告と説明）

議 長 只今の会務報告について、ご質問ございませんか。

委 員 （委員からの発言なし）

議 長 ないようでありますので、以上で会務報告を終わります。
それでは附議事項に入ります。
「議案第３７号 農地法第５条許可申請について」 を議題とします。
事務局の説明をお願いします。

事務局 それでは 「議案第３７号 農地法第５条許可申請について」 説明いたします。
この件につきましては、１０月の定例総会において審議していただきました、農業振興

地域整備計画の変更（除外）について意見を求められたうちの１件について、売買による
転用と貸借による転用の申請がありましたので、農業振興地域（農地利用計画）変更計画
の決定前に転用の可否の方向について審議をしていただくものです。

この件に関する事業計画の概要等につきましては、総会資料の ３ページからになりま
す。

まず、受付番号７号につきましては、売買によって、太陽光発電設備を設置するために
現況の畑から太陽光発電施設用地へ変更するものです。

申請者は、 譲受人の Ｍ さん、Ｋ 市に拠点を置く事業体と譲渡人の Ｔ・Ｍ さ
ん、Ｋ・Ｍ さん、Ｋ・Ｓ さんの連名によるもので、譲渡人はいずれも Ｋ 自治会の
方です。

申請地は、
神川字権現平３９１２番、地目は台帳現況ともに畑、地籍は１，６７３㎡
次が、神川字権現平３９１５番１、地目は台帳現況ともに畑、地籍は３８３㎡
次が、神川字権現平３９１６番４、地目は台帳現況ともに畑、地籍は４７５㎡
次が、神川字権現平３９１７番１、地目は台帳現況ともに畑、地籍は１、７２５㎡で

４筆の合計は、４，２５６㎡になります。

受付番号８号につきましては、賃貸借によって、太陽光発電設備を設置するために現況
の畑から太陽光発電施設用地へ変更するものです。

申請者は、借り人の受付番号７号と同じ Ｍ さんと貸し人の Ｔ ・Ｈ さん、Ｎ・
Ｔ さんの連名によるもので、貸し人はいずれも Ｋ 自治会の方です。

申請地は、
神川字権現平３９１０番１、地目は台帳現況ともに畑、地籍は６，１５７㎡
次が、神川字権現平３９３４番１、地目は台帳現況ともに畑、地籍は２，６０１㎡
次が、神川字権現平３９３５番１、地目は台帳現況ともに畑、地籍は１，０８２㎡
次が、神川字権現平３９２０番、地目は台帳現況ともに畑、地籍は５６０㎡ で

４筆の合計は、１０，４００㎡になります。

事務局 事業計画の概要等についても、資料を添付してありますので、確認をお願いします。
また、転用することによって生ずる付近の土地、作物等の被害の防除に関する記載もあ

ることを申し添えておきます。
この件に関する担当調査委員は、１９番の德永委員です。 以上です。

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、担当調査員の調査報告をお願いいたします。
１９番 德永委員、お願いいたします。



19番
德永委員

はい。
今、説明がありましたとおり、１５日に太陽光パネルを設置する業者を呼んで現地調査

を行ないました。事務局と、会長と、私と４人で行っております。
場所については、１０月の除外申請のときにも説明いたしましたが、東側が茶畑、ある

いは山林に接する場所です。
このうち問題点は、８号の賃貸借の方の土地の南側が、現在は植林地になっている所で

しかも高土手の場所です。この場所について、どういう被害が考えられるか、対策はどう
するのか、ということの質問をいたしました。

水が隣の方へ行かないような対策、１本大きな木があって、影を差す場所があるんです
が、それは、借地の敷地内ですので伐採する、ということ等の対策の説明をされましたの
で、隣との問題はないだろうという風に判断しました。

７号の売買の所につきましては、既に高齢者であったり、あるいは耕作を継続しないと
いうことを事前に話しをされていた場所でしたので、売買については、致し方ないのかな
という風に判断しております。

以上の様なことから、今回の５条申請は、許可せざるを得ない、認めざるを得ないなぁ
という風に判断いたしました。

19番
德永委員

それから、賃貸借地の所ですが、貸借期間が終了した後は、返さないといかんというこ
とで、農地として使えるように、砂利も何も敷かないで、杭、支柱を建ててその上にパネ
ルを載せるようです。

南さつま市に研修に行ったときも、あそこは砂利が敷いてあったんですね。ああいう設
備は作らないということも話しをしておりました。 以上です。

議 長 ありがとうございました。
ただ今、担当委員から調査報告がありましたが、議案第３７号について、質問、異議等

はございませんか。

2番
鈴委員

はい。
この案件に直接関係があるかどうかわかりませんけれども、賃貸の場合の借地料は、○

○円位ということで良いんですか。

19番
德永委員

もう少し安いです。

2番
鈴委員

もう少し安いの・・・
聞いたところで、この借地料の中には税金は含まれていないので、貸し主の場合は税金

を○○円位取られるとか言うような話を耳にしたんですが、その辺の実態はどうなってい
るんでしょうか。

課税されっみらんなわからんたいばってん、ま、そういう話を聞いたもんじゃっで・・
・・・

事務局 はい、良いでしょうか。
固定資産税の担当者と話しをしたんですが、農地ではなくなるので、課税の地目を変え

ないといけないんですが、太陽光発電の設備をしますけど、それを止めたときに、そこが
何になるのかというのを考えたときに、農地になるか、後は山になるしかない土地ですよ
ね。だから、住宅地のような宅地扱いのような高い課税はできないだろう、と。

だから、畑よりは若干高い雑種地の課税になるのかな、ということです。だから、今よ
りも極端に何十倍にもなるような上がり方はしないと思っています。今よりも若干は上が
りますけど、かといって、べらぼうに上がることはないということです。

賃貸では、中には含まれていないといわれますけど、固定資産税の部分については、た
ぶん、そこまでは負担はいかないと思います。

ただ、賃貸の不動産収入になりますので、金額が大きいですから、やはり所得としては
上がってくると思いますので、国保税とか、そういった方へは影響があると思います。

借りる側もそこまでは見る必要はないだろうと思います。

2番
鈴委員

私も確信はないんだけど、既にやっている他の地区の話なんだけど、金が高けじち
思っ、貸せっ、喜くじょったなら、税金が○○円ばっかいかかったいげなを、取らるった
いげなを、ち言う話を聞いたもんだから・・・・



事務局 掛かってもですよ、大体１０アール当たり年間○○円から○○円とか、そういったとこ
ろで貸されているんですが、１人当たり貸していらっしゃるのが、少ない人は金額があれ
ですけど、大きい人は７、８反とか、今始まっている Ｕ さんのところは ２町３反
だったわけですよね。だから、年間には相当な額になるんですが、固定資産税は、上がっ
てもたぶんそこまではないと思います。

2番
鈴委員

ま、そんな話を聞いたもんだから、確認をしてみたようなことです。
良いです。わかりました。

議 長 他に、異議等はありませんか。

4番
木原委員

売買価格なんかは、どの位じゃっと・・・

19番
德永委員

業者の話ですけれども、○○円ちょっとですね。
もう一方の賃貸の方は ○○円・・・

議 長 いいですか。
他にありませんか。

委 員 （委員の中から「ありません」の声）

議 長 異議なしと認めます。
「議案第３７号 農地法第５条許可申請について」を採決します。
お諮りします。 議案第３７号は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第３７号 農地法第５条許可申請につい
て」は、農業振興地域（農地利用計画）変更計画の決定後に、原案のとおり県農業会議の
常任会議員会議に諮問し、許可の議決があった後、許可することに決定しました。

次に 「議案第３８号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利
用集積計画（所有権移転）の錦江町長に対する要請について」 を議題とします。

事務局の説明をお願いします。

事務局 それでは、「議案第３８号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用
地利用集積計画（所有権移転）の錦江町長に対する要請について」 説明いたします。

資料は、１９ページになります。

受付番号９号の譲渡人は Ｍ・Ｍ さん、 Ｋ 市在住の方です。
申請地は、
馬場字柳ヶ迫３１２１番２、地目は台帳現況ともに畑、地積は４，６１３㎡です。
譲受人の Ｓ・Ｋ さんは、Ｓ 自治会の方です。
Ｓ さんの経営規模は、世帯員５、労働力５で、自作地が３５，３７４㎡、小作地が９

１，５１１㎡で、茶、かんしょを主体にした経営をされています。
農業機械の所有状況は、トラクターが５台とハーベスター、トラックがそれぞれ１台と

なっています。
担当調査委員は、１０番の平原委員です。 以上です。

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、担当調査員の調査報告をお願いいたします。
１０番平原委員、お願いいたします。

10番
平原委員

はい、報告いたします。
この案件は、去年の６月か７月頃にあっせん願いのあった分でございます。
この場所は、柳ヶ迫団地の道路横です。
Ｓ・Ｋ さんについては、利用権設定等で何回か上がってきております。親子で一所懸

命されている好青年でございます。畑もかんしょ、茶ともきれいにされております。
何ら問題はないかと思います。
価格は、全部で ○○円ということです。 以上です。



議 長 ありがとうございました。
ただ今、担当委員から調査報告がありましたが、議案第３８号について、質問、異議等

はございませんか。

5番
厚ヶ瀬委員

南部開発地・・・

10番
平原委員

はい。

事務局 いいえ、ここは南部開発地ではないです。
南部開発地ではなくて、たぶん自分たちで、公庫から資金を借りて造成をされた土地で

す。中の方は南部開発地ですけど、今回のこの部分は、南部開発地ではなくて何人かで公
庫資金で基盤整備をされたところらしいです。

10番
平原委員

南部開発か、ち聞いたら、うん、ち言うたがを・・・

2番
鈴委員

前、３人で拓いて、向こうの方はもう一度拓き直したどん、こいばっかい残ったたら
い。道ぐるいじゃったもんじゃっで。

15番
落司委員

水は来ちょっと・・・

13番
鮫島委員

来ちょらんかも

議 長 他にありませんか。

委 員 （委員の中から「ありません」の声）

議 長 異議なしと認めます。
「議案第３８号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利用集積

計画（所有権移転）の錦江町長に対する要請について」を採決します。
お諮りします。 議案第３８号は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第３８号 農業経営基盤強化促進法第１
３条第４項の規定による農用地利用集積計画（所有権移転）の錦江町長に対する要請につ
いて」は、原案のとおり許可することに決定しました。

次に 「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利
用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」 を議題とします。

会議資料のとおり、今回は、３０筆の利用集積計画について審議しなければなりません
ので、事務局の説明と担当調査員の調査報告、質疑等を５回に分けて行い、その都度、議
決を行いたいと思いますが、よろしいですか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。
それでは、「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用

地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」 のうち、受付番号
２６６号から２７２号までについてを議題とします。

事務局の説明をお願いします。

事務局 それでは、「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用
地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」 のうち、
受付番号２６６号から２７２号までについて説明いたします。

資料は、２１ページになります。



事務局 まず、受付番号２６６号の貸し人は、Ｏ・Ｈ さん、 Ｔ 在住の方です。
申請地は、
馬場字古川１６９番１、現況地目は田、地積は、１，６６９㎡ です。
貸付期間は、平成２６年２月１日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は ３万円

となっています。
借り人は、 Ｎ・Ｎ さん、Ｏ 自治会の方です。経営規模は、世帯員１、従事者１、

自作地１，２６８㎡、小作地２，８５８㎡で、水稲を主体にした経営をされています。
農業従事日数は２００日、農業機械の所有状況は、トラクター、管理機、草刈り機がそ

れぞれ１台となっています。
担当調査委員は、１０番の平原委員です。

事務局 次の受付番号２６７号と２６８号の貸し人は、Ｋ・Ｈ さん、Ｉ 自治会の方です。
申請地は、
２６７号が、田代川原字川前４０９２番４、現況地目は田、地積は、２，４１９㎡
２６８号が、田代川原字川前４０９２番５、現況地目は田、地積は、２，４３８㎡ で

２筆の合計は、４，８５７㎡となります。
貸付期間は、平成２６年３月１日から平成３６年１２月１４日まで、使用貸借のため小

作料は発生しません。
借り人は、Ｓ・Ｔ さん、Ｔ 自治会の方です。経営規模は、世帯員３、従事者２、自

作地６，２６１㎡、小作地４，８５７㎡で、水稲を主体にした経営をされています。
農業従事日数は２００日、農業機械の所有状況は、トラクター、バインダー、ハーベス

ター、下刈り機がそれぞれ１台となっています。
担当調査委員は、１４番の猪鹿倉委員です。

次の受付番号２６９号と２７０号の貸し人は、Ｔ・Ｅ さん、Ｒ 自治会の方です。
申請地は、
２６９号が、城元字森山１３１２番１、現況地目は田、地積は、６２１㎡
２７０号が、城元字坂ノ上２５８５番９、現況地目は畑、地積は、１，１０６㎡ で

２筆の合計は、１，７２７㎡となります。
貸付期間は、平成２６年１月２０日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、１０

アール当たり ２６９号が ２万円、２７０号が １万円となっています。
借り人は、Ｋ・Ｔ さん、Ｎ 自治会の方です。経営規模は、世帯員２、従事者２、自

作地６，０３９㎡で、バレイショ、インゲン、米を主体にした経営をされています。
農業従事日数は２８０日、農業機械の所有状況は、トラクター、コンバイン、乾燥機、

軽トラック、トラック、いも掘り機がそれぞれ１台となっています。

次の受付番号２７１号と２７２号の貸し人も、２６９号、２７０号と同じ Ｔ・Ｅ さ
んです。

申請地は、
２７１号が、城元字上押切１７０２番、現況地目は田、地積は、１，３３９㎡
２７２号が、城元字坂ノ上２５８５番１、現況地目は畑、地積は、１，４３０㎡ で

２筆の合計は、２，７６９㎡となります。
貸付期間は、平成２６年１月２０日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、１０

アール当たり ２７１号が ３万円、２７２号が １万円となっています。
借り人は、Ｆ・Ｓ さん、Ｒ 自治会の方です。経営規模は、世帯員７、従事者６、自

作地５，６６１㎡、小作地４，９８９㎡で、バレイショ、ピーマン、ミニトマト、インゲ
ン、米を主体にした経営をされています。

農業従事日数は、３００日、農業機械の所有状況は、軽トラック、トラクター、茎葉処
理機がそれぞれ１台と管理機が２台、動噴が３台となっています。

続けて説明しましたが、受付番号２６９号から２７２号までの担当調査委員は、１５番
の落司委員です。 以上です。

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、順次、担当調査委員の調査報告をお願いいた
します。

まず、受付番号２６６号について、１０番平原委員、お願いいたします。



10番
平原委員

はい。
２６６号の Ｎ・Ｎ さんは、兼業農家ではありますが、一所懸命頑張っている方で

す。休みのときは、いつも田んぼに出ていらっしゃって、ご存知のとおり、きれいにされ
て利ます。水稲、バレイショを主体に生産されております。

この小作料の３万円と水利費が入ります。 以上です。

議 長 ありがとうございました。
次に、受付番号２６７号から２６８号についてを、１４番猪鹿倉委員、お願いいたしま

す。

14番
猪鹿倉委員

はい、報告します。
この貸し人の Ｋ・Ｈ さんは、 Ｙ 職員でございます。
借り人の Ｓ・Ｔ さんは、Ｅ の Ｓ として働いております。
この田んぼですが、傾斜地でございまして、面積は４反８畝位ですけど、３段で６枚の

田んぼになっております。現地を見ましたが、良く管理をされていました。
問題はないと思います。 以上で終わります。

議 長 ありがとうございました。
次に、受付番号２６９号から２７２号についてを、１５番落司委員、調査報告をお願い

いたします。

15番
落司委員

報告いたします。
２６９号と２７０号の貸し人の Ｔ・Ｅ さんでございますが、今までは農業委員会を

通していらっしゃらなかったわけですけれども、高齢ということもあって、農業委員会を
通した方が良いということで、今回上がってきているものでございます。

借り人の Ｋ・Ｔ さんは、この Ｔ・Ｅ さんとは親戚関係にありまして、小作料
は、今までは、米をやっていたわけですけれども、どげんしたなら良かどかい、ちいう話
しの中で、それならもうあっさいと銭でせんか、ちいう話しをして、お金ですることに決
まりました。

田んぼの方が １０アール当たり ２万円、畑が １０アール当たり １万円というこ
とで契約いたしました。

次に、２７１号から２７２号でございますが、この借り人の Ｆ・Ｓ さんは、認定農
家でもあり、園芸作物を作りながら、畑もきれいに整理されております。

これも農業委員会を通していなかったわけですが、今回から、お願いしますということ
で、田んぼが １０アール当たり ３万円、畑が １０アール当たり １万円ということ
で話を決めました。

15番
落司委員

借り人は二人とも農地の管理はよくされておりまして、荒れたところはございませんの
で、何ら問題はないかと思います。 以上で終わります。

議 長 ありがとうございました。
ただ今、受付番号２６６号から２７２号について、それぞれの担当委員から調査報告が

ありましたが、質問、異議等はございませんか。

17番
寺田委員

いいですか。
２６９号から２７２号の小作料の１０アール当たり ２万円というのは、ま、言えば２

６９ごうの６２１㎡であれば １２，４２０円というところまで出て来るんですよ。１０
アール １万円なら１反４畝のときはどげんなったろかいとか、ちょっと金額的なもんが
きちっと出てこんような気もするんですが。

15番
落司委員

ここは、小銭な払るやっどじゃねな。
１０アール当たり ２万円じゃじ、そいに面積を掛くれば、金額は出っじなぁ、ち、

言ってありますから。

17番
寺田委員

はい、わかりました。

議 長 全部でどしこ、ち、決めがなれば一番良かったたっどんな。

4番
木原委員

できれば、金額を決めた方が良かったたいばっなぁ。
本人達も、のさんを。



15番
落司委員

本人達に、どしこですいな、ち、聞いたや、どしこばっかいじゃいな、ち、言わって、
２万円からちっとばっかいじゃっどなぁ、ち、言うたなら、ほんなら ２万円で良かが、
ち。そいに面積を掛くれば出っじなぁ、ち、言うたや、うん、そいで良かど、ち。本人達
もこげん言わったとを・・・

17番
寺田委員

はい、わかりました。

議 長 他にありませんか。

委 員 （委員の中から「ありません」の声）

議 長 異議なしと認めます。 「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規
定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち

受付番号２６６号から２７２号についてを採決します。
お諮りします。 議案第３９号のうち受付番号２２６６号から２７２号については、原

案のとおり決定することに異議ございませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１
３条第４項の規定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請に
ついて」のうち受付番号２６６号から２７２号については、原案のとおり許可することに
決定しました。

次に 「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利
用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち受付番号２７３号か
ら２８６号についてを議題とします。事務局の説明をお願いします。

事務局 それでは、「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用
地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち、
受付番号２６６号から２８６号について、説明いたします。

事務局 まず、受付番号２７３号と２７４号の貸し人は、Ｓ・Ｙ さん、Ｓ 自治会の方です。
申請地は、

２７３号が、馬場字後迫５９２５番１、現況地目は畑、地積は、１７，４５７㎡のうち
５，９４８㎡

２７４号が、馬場字後迫５９２５番１、現況地目は畑、地積は、１７，４５７㎡のうち
２，５０２㎡ で、２件の合計は、８，０００㎡となります。

貸付期間は、平成２６年１月２１日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、
全部で １２万円となっています。

借り人は、Ｙ・Ｙ さん、Ｙ 自治会の方です。経営規模は、構成員２、従事者２、雇
用が４００人、自作地２３，９７１㎡、小作地２５，１６１㎡で、タバコ、大根を主体に
した経営をされています。

農業機械の所有状況は、トラクター、軽トラがそれぞれ３台とダンプ、管理機、ショベ
ルがそれぞれ１台となっています。

以下、受付番号２７３号から２８６号までの担当調査委員は、資料では１８番の安水委
員となっていますが、本日は、欠席ですので、１６番の畠中委員に調査報告をお願いいた
します。

事務局 次の受付番号２７５号の貸し人も、２７３号、２７４号と同じ Ｓ・Ｙ さんです。
申請地は、
馬場字後迫５９２５番１、現況地目は畑、地積は、１７，４５７㎡のうち６，５００㎡

です。
貸付期間は、平成２６年１月２１日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、

１０万円となっています。
借り人は、Ｙ・Ｊ さん、Ｙ 自治会の方です。経営規模は、構成員４、従事者３、雇

用が２人で３００日、自作地１８，１９５㎡、小作地６，５００㎡で、甘藷、野菜（大
根）を主体にした経営をされています。

農業機械の所有状況は、トラクター、軽トラがそれぞれ３台とダンプ、管理機、ショベ
ル、甘藷ハーベスタがそれぞれ１台となっています。



事務局 次の受付番号２７６号と２７７号の貸し人は、Ｍ・Ｙ さん、Ｓ 自治会の方です。
申請地は、
２７６号が、馬場字平家畑５９６２番１、現況地目は畑、地積は、４，６９２㎡のうち

１，８４８㎡
２７７号が、馬場字下ノ船５９９０番１、現況地目は畑、地積は、４，１８８㎡のうち

１，６５２㎡ で、２件の合計は、３，５００㎡となります。
貸付期間は、平成２６年１月２１日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

全部で ３万１千円となっています。
借り人は、Ｓ・Ｋ さん、Ｋ 自治会の方です。経営規模は、構成員４、従事者３、雇

用が３人で２５０日、自作地１３，１０５㎡、小作地７６，５４３㎡で、かんしょを主体
にした経営をされています。

農業機械の所有状況は、トラクターが４台、ダンプが１台、軽トラが２台、掘り取り機
が３台となっています。

事務局 次の受付番号２７８号と２７９号の貸し人は、Ｙ・Ｔ さん、Ｙ 自治会の方です。
申請地は、
２７８号が、城元字小崎４０１１番３、現況地目は畑、地積は、１，９４１㎡
２７９号が、城元字小崎４０１６番、現況地目は畑、地積は、２，７３２㎡ で、

２筆の合計は、４，６７３㎡となります。
貸付期間は、平成２６年１月２１日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

全部で ８万円となっています。
借り人は、Ｙ・Ｈ さん、Ｙ 自治会の方です。経営規模は、構成員２、従事者２、雇

用が３００日、自作地６０，４９４㎡で、たばこを主体にした経営をされています。
農業機械の所有状況は、トラクター、軽トラックがそれぞれ３台、トラックが２台、タ

イヤショベル、いも掘り機がそれぞれ１台となっています。

事務局 次の受付番号２８０号の貸し人は、Ｍ・Ｙ さん、Ｋ 市在住の方です。
申請地は、
馬場字地荒神ノ下２３８４番、現況地目は田、地積は、１，４３８㎡です。
貸付期間は、平成２６年１月２１日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

５万円となっています。
借り人は、Ｏ・Ｓ さん、Ｏ 自治会の方です。経営規模は、構成員２、従事者２、雇

用が１００人、自作地１５，１５１㎡、小作地１０，６８０㎡で、野菜、水稲を主体にし
た経営をされています。

農業機械の所有状況は、トラクター、管理機がそれぞれ２台と、軽トラが１台となって
います。

次の受付番号２８１号から２８５号の５件の貸し人は、Ｍ・Ｓ さん、Ｓ 県在住の方
です。

申請地は、
２８１号が、城元字亀ノ子５９６８番５、現況地目は田、地積は、２，２４１㎡
２８２号が、城元字亀ノ子５９６８番６、現況地目は田、地積は、２，１２２㎡
２８３号が、城元字亀ノ子５９６８番１０、現況地目は田、地積は、３，００８㎡
２８４号が、城元字亀ノ子５９６８番１１、現況地目は田、地積は、１，９１３㎡
２８５号が、城元字亀ノ子５９６８番１２、現況地目は田、地積は、２，２８７㎡

で、５筆の合計は、１１，５７１㎡となります。
貸付期間は、平成２６年１月２１日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、１０

アール当たり籾８０ｋｇもしくは １万６千円となっています。
借り人は、Ｔ・Ｙ さん、Ｋ 自治会の方です。経営規模は、構成員２、従事者１、雇用
が２人で６００日、自作地１４，３６１㎡、小作地３８，７８５㎡で、かんしょを主体に
した経営をされています。

農業機械の所有状況は、トラクターが３台、コンバイン、管理機がそれぞれ１台となっ
ています。



事務局 次の受付番号２８６号の貸し人は、Ｏ・Ｓ さん、Ｏ 在住の方です。
申請地は、
城元字三ノ迫４７２６番７、現況地目は畑、地積は、１，４８７㎡です。
貸付期間は、平成２６年２月１日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、

１万５千円となっています。
借り人は、Ｋ・Ｃ さん、Ｋ 自治会の方です。経営規模は、構成員２、従事者２、雇

用が６００人、小作地７，００９㎡で、たばこを主体にした経営をされています。
農業機械の所有状況は、トラクターが４台、ＡＰ－１，軽トラがそれぞれ３台、ダンプ

トラックが２台、タイヤショベル、いも掘り機がそれぞれ１台となっています。
以上です。

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、担当調査委員の調査報告をお願いいたしま
す。

受付番号２７３号から２８６号についてを、１６番畠中委員、お願いいたします。

16番
畠中委員

はい。１８番の安水委員に代わりまして、わかる範囲で説明します。
２７３号、２７４号の Ｙ・Ｙ さんは、認定農業者でもあり、たばこ耕作者です。
また、干し大根、キャベツ等を栽培しています。
農地の利用状況等何ら問題はないと思います。

16番
畠中委員

２７５号の Ｙ・Ｊ さんも認定農業者であり、生大根、かんしょを主に作付していま
す。

意欲と能力も十分にあり、何ら問題はないと思います。

16番
畠中委員

２７６号、２７７号の Ｓ・Ｋ さんも認定農業者であり、かんしょを主に、Ｔ 地区
で規模拡大を図っています。

農地の利用状況等、何ら問題はないと思います。

16番
畠中委員

２７８号、２７９号の Ｙ・Ｈ さんも認定農業者であり、たばこ耕作者でもありま
す。

干し大根、かんしょ等を作付しており、意欲、能力も十分にあり、何ら問題はないと思
います。

16番
畠中委員

２８０号の Ｏ・Ｓ さんですが、インゲン等を中心にやっておられます。
年齢が気になりますが、周りの人が協力して仕事をしていくとのことです。

16番
畠中委員

２８１号から２８５号の Ｔ・Ｙ さんは、甘藷を中心に仕事をしています。また、認
定農業者でもあります。

意欲と能力も十分であり何ら問題はないと思います。

16番
畠中委員

２８６号の Ｋ・Ｃ さんも認定農業者であり、たばこを主にやっております。
農地の利用状況等、何ら問題はないかと思います。
以上です。

議 長 ありがとうございました。
ただ今、受付番号２７３号から２８６号について、担当調査委員から調査報告がありま

したが、質問、異議等はございませんか。

委 員 （委員の中から「ありません」の声）

議 長 異議なしと認めます。 「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規
定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち

受付番号２７３号から２８６号についてを採決します。
お諮りします。 議案第３９号のうち受付番号２７３号から２８６号については、原案

のとおり決定することに異議ございませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）



議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１
３条第４項の規定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請に
ついて」のうち受付番号２７３号から２８６号については、原案のとおり許可することに
決定しました。

次に 「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利
用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち受付番号２８７号か
ら２９１号についてを議題とします。事務局の説明をお願いします。

事務局 それでは、「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用
地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち、
受付番号２８７号から２９１号について、説明いたします。

事務局 まず、受付番号２８７号の貸し人は、Ｎ・Ｙ さん、Ｋ 自治会の方です。
申請地は、
神川字小辻４３６５番１、現況地目は畑、地積は、３，１０３㎡です。
貸付期間は、平成２６年１月２１日から平成３１年１２月１４日まで、小作料は、

２万１千円となっています。
借り人は、Ｓ・Ｍ さん、Ｋ 自治会の方です。経営規模は、構成員５、従事者３、自

作地１９，４２５㎡、小作地５，７９８㎡で、生産牛を主体にした経営をされています。
農業機械の所有状況は、トラクターが３台、軽トラが２台、モア、２ｔトラックがそれ

ぞれ１台となっています。

以下、受付番号２８７号から２９１号までの担当調査委員は、１９番の德永委員ですの
でよろしくお願いいたします。

事務局 次の受付番号２８８号の貸し人は、Ｍ・Ｍ さん、Ｋ 自治会の方です。
申請地は、
神川字寺ノ上４８６７番、現況地目は畑、地積は、１，１２５㎡です。
貸付期間は、平成２６年１月２１日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

７千円となっています。
借り人は、Ｆ・Ｙ さん、Ｋ 自治会の方です。経営規模は、構成員２、従事者１、小

作地１，１４６㎡で、露地野菜を主体にした経営をされています。
農業機械の所有状況は、トラクター、管理機、軽トラックがそれぞれ１台となっていま

す。

事務局 次の受付番号２８９号から２９１号の３件の貸し人は、Ｉ・Ｔ さん、Ｋ 市在住の方
です。

申請地は、
２８９号が、神川字丸尾７３８２番２、現況地目は畑、地積は、１，５８２㎡
２９０号が、神川字丸尾７３８２番３、現況地目は畑、地積は、４，０９１㎡
２９１号が、神川字丸尾７３８２番６、現況地目は畑、地積は、２，４１１㎡ で、

３筆の合計は、８，０８４㎡となります。
貸付期間は、平成２６年１月２１日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、

全部で １０万円となっています。
借り人は、Ｎ・Ｋ さん、Ｋ 自治会の方です。経営規模は、構成員３、従事者１、自

作地３，９７４㎡、小作地３９，４８４㎡で、生産牛、飼料生産を主体にした経営をされ
ています。

農業機械の所有状況は、トラクターが２台、ロールベーラ、ラップマシン、タイヤショ
ベル、トラックがそれぞれ１台となっています。

以上です。

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、担当調査委員の調査報告をお願いいたしま
す。

受付番号２８７号から２９１号についてを、１９番德永委員、お願いいたします。



19番
德永委員

はい。
２８７号の土地は、年末まで別な方が借りておられた場所ですけれども、高齢なためと

いうことで解約された場所です。
で、たまたまこの２８７号の土地の隣を Ｓ・Ｍ さんが耕作されておりましたので、

話し合いの結果、借りるということでこの内容になっております。
Ｍ さんの方は、奥さん、お母さんと生産牛の他、いろんな野菜、じゃがいも、からい

も等を作っておられる方で、自分の土地も含めて良く管理されております。

19番
德永委員

２８８号は、貸し人の方は、高齢のため規模縮小を図るというところに、Ｆ・Ｙ さん
が若いということで貸し借りを進めるということになりまして、Ｆ・Ｙ さんが借りるこ
とになりました。

なお、Ｆ・Ｙ さんは自作地は持っておられませんけれども、直接契約で神川の田ん
ぼ、畑をたくさん作っておられますので、そこも含めて良く管理されております。

小作地は書類上は少ないですけれども、たくさん管理されてますし、問題はないと思い
ます。

19番
德永委員

２８９号から２９１号、これは Ｎ・Ｋ さんで Ｎ・Ｎ さんの息子さんです。
Ｋ さんの方は認定農業者でもありますが、生産牛を主体に頑張っている方です。
この借り地も含めて、良く耕作されて、管理されておりますので、何ら問題はないと思

います。
以上です。

議 長 ありがとうございました。
ただ今、受付番号２８７号から２９１号について、担当調査委員から調査報告がありま

したが、質問、異議等はございませんか。

委 員 （委員の中から「ありません」の声）

議 長 異議なしと認めます。 「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規
定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち

受付番号２８７号から２９１号についてを採決します。
お諮りします。 議案第３９号のうち受付番号２８７号から２９１号については、原案

のとおり決定することに異議ございませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１
３条第４項の規定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請に
ついて」のうち受付番号２８７号から２９１号については、原案のとおり許可することに
決定しました。

ここで、○○番 Ｍ 委員の退室を求めます。 （ Ｍ 委員＝退室）

次に 「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利
用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち受付番号２９２号か
ら２９４号についてを議題とします。事務局の説明をお願いします。

事務局 それでは、「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用
地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち受付番号２９２
号から２９４号について、説明いたします。



まず、受付番号２９２号と２９３号の貸し人は、Ｓ・Ｍ さん、Ｋ 市在住の方です。
申請地は、
２９２号が、馬場字足光４７３９番１、現況地目は畑、地積は、２，１７９㎡
２９３号が、馬場字竹之本４７４２番１、現況地目は畑、地積は、１，０６９㎡ で、

２筆の合計は、３，２４８㎡となります。
貸付期間は、平成２６年２月１日から平成３１年１２月１４日まで、小作料は、

全部で ３万円となっています。
借り人は、Ｍ・Ｎ さん、Ｍ 自治会の方です。経営規模は、世帯員２、従事者１、自

作地１６，８８４㎡、小作地２９，９５５㎡で、しょうが、大根を主体にした経営をされ
ています。

農業従事日数は、３００日、農業機械の所有状況は、トラクターが４台、トラックが５
台、管理機が２台、ショベルが１台となっています。

事務局 次の受付番号２９４号の貸し人は、Ｓ・Ｍ さん、Ｋ 市在住の方です。
申請地は、
馬場字足光４７３９番４、現況地目は田、地積は、１，２００㎡ です。
貸付期間は、平成２６年２月１日から平成３１年１２月１４日まで、小作料は、

１万円となっています。
借り人は、 Ｍ・Ｎ さんで、経営概況等につきましては、受付番号２９２号、２９３

号で説明したとおりであります。
担当調査委員は、５番の厚ヶ瀬委員です。 以上です。

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、担当調査委員の調査報告をお願いいたしま
す。

受付番号２９２号から２９４号までを、５番厚ヶ瀬委員、お願いいたします。

5番
厚ヶ瀬委員

報告いたします。
受付番号２９２号から２９４号の借り人は Ｍ・Ｎ さんです。皆様ご存知のとおり、

認定農家でもあり、また、農業委員でもあります。
農地の利用状況等は、きれいに管理され、常時従事されまして、意欲のある方です。
ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

議 長 ありがとうございました。
ただ今、受付番号２９２号から２９４号について、担当委員から調査報告がありました

が、質問、異議等はございませんか。

20番
基委員

はい。一ついいですか。
ここは、足光谷の Ａ・Ｍ さんの近くですか。

5番
厚ヶ瀬委員

はい、半下石地区の Ａ さんのところです。

20番
基委員

前、出てきたところの・・・

5番
厚ヶ瀬委員

あの続きですね。

20番
基委員

続きですか。
わかりました。

5番
厚ヶ瀬委員

ここは、南部開発地ではありません。
前のところは、南部開発地でしたけど。

議 長 他にありませんか。

委 員 （委員の中から「ありません」の声）



議 長 異議なしと認めます。 「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規
定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち

受付番号２９２号から２９４号についてを採決します。
お諮りします。 議案第３９号のうち受付番号２９２号から２９４号については、原案

のとおり決定することに異議ありませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１
３条第４項の規定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請に
ついて」のうち受付番号２９２号から２９４号については、原案のとおり許可することに
決定しました。

ここで、○○番 Ｍ 委員の入室を許します。 （ Ｍ 委員＝入室）

続いて、○○番 Ｎ 委員の退室を求めます。 （ Ｎ 委員＝退室）

次に 「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利
用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち受付番号２９５号に
ついてを議題とします。事務局の説明をお願いします。

事務局 それでは、「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用
地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち受付番号２９５
号について、説明いたします。

受付番号２９５号の貸し人は、Ｍ・Ｍ さん、Ｎ 自治会の方です。
申請地は、
田代麓字中村上原５５９８番、現況地目は畑、地積は、２，０９１㎡ です。
貸付期間は、平成２６年２月１日から平成３１年１２月１４日まで、小作料は、

２万円となっています。
借り人は、Ｎ・Ｋ さん、Ｈ 自治会の方です。経営規模は、世帯員２、従事者２、自

作地７，７２９㎡、小作地３１，７９１㎡で、生産牛、飼料生産を主体にした経営をされ
ています。

農業従事日数は、３００日、農業機械の所有状況は、トラックが２台、コンバイン、モ
ア、田植え機、管理機がそれぞれ１台となっています。

以上です。

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、担当調査委員の調査報告をお願いいたしま
す。

受付番号２９５号について、１番近川委員、お願いいたします。

1番
近川委員

はい。
ご承知のとおり、Ｎ さんは、農業委員でもございまして、主な作物は生産牛、飼料と

なっていますが、ブロッコリーやかぼちゃ、豆類など幅広く園芸もされている方でござい
ます。

農地の利用も良く管理がされておりまして、意欲と、能力も十分で、要件はほとんどを
満たしていると思います。

よろしくお願いします。

議 長 ありがとうございました。
ただ今、受付番号２９５号について、担当委員から調査報告がありましたが、質問、異

議等はございませんか。

委 員 （委員の中から「ありません」の声）



議 長 異議なしと認めます。 「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規
定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち

受付番号２９５号についてを採決します。
お諮りします。 議案第３９号のうち受付番号２９５号については、原案のとおり決定

することに異議ありませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第３９号 農業経営基盤強化促進法第１
３条第４項の規定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請に
ついて」のうち受付番号２９５号については、原案のとおり許可することに決定しまし
た。

ここで、○○番 Ｎ 委員の入室を許します。 （ Ｎ 委員＝入室）

議 長 ここで、しばらく休憩にしたいと思います。

（休憩）

議 長 休憩前に続きまして、会議を再開します。

次に 「議案第４０号 非農地証明願について」を議題とします。
事務局の説明をお願いします。

事務局 それでは、 「議案第４０号 非農地証明願について」説明いたします。

事務局 資料は、本日の総会資料の２５ページからになります。
受付番号５号の申請人は、Ｓ・Ａ さん、Ｓ 県在住の方です。
申請地は、
神川字宮園３３３９番２、地籍は３６６㎡ です。
地目は、台帳では畑となっていますが、現況は原野であります。
会務報告でも報告しましたとおり、１５日に代理人の立ち合いを求め、宿利原会長と調

査委員の德永さん、職員２名で現地の確認もしたところであります。
調査報告につきましては、１９番の德永委員にお願いします。

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、担当調査委員の調査報告をお願いいたしま
す。

受付番号５号について、１９番德永委員、お願いいたします。

19番
德永委員

はい、報告します。
申請地の場所は、神川小学校の正門前の四叉路を桜原の方へ上がっていく坂の途中で

す。この場所は、住宅跡地ですが、周りは山が接しており、現状は竹林になっています。
代理人の方も、以前はここは耕したいという意向は持っていたんですが、ということで

したけれども、日照時間が短い所で、作物を作るにはちょっと厳しいのではないかと思わ
れる場所です。

長い間、耕作せずに竹林になっておりますし、このまま非農地として認めざるを得ない
のではないかな、と判断しております。

以上です。

議 長 ありがとうございました。
ただ今、担当委員から調査報告がありましたが、質問、異議等はございませんか。

委 員 （委員の中から「ありません」の声）

議 長 異議なしと認めます。 「議案第４０号 非農地証明願について」を採決します。
お諮りします。 議案第４０号については、原案のとおり決定することに異議ありませ

んか。



委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。したがいまして、 「議案第４０号 非農地証明願について」原
案のとおり証明することに決定しました。

次に 「議案第４１号 平成２５年度耕作放棄地調査に伴う非農地の判定について」を
議題とします。

事務局の説明をお願いします。

事務局 それでは、 「議案第４１号 平成２５年度耕作放棄地調査に伴う非農地の判定につい
て」説明いたします。

事務局 この件につきましては、昨年８月から委員の皆様方に調査していただきました、農地利
用状況調査が終了し、その結果が集約されましたので皆様に説明し、内容を確認していた
だいた上で、非農地の判定をお願いするものです。

資料は、別途配布してありますので、ご覧ください。

（以下、集約結果を説明）

議 長 それでは、ただ今説明がありましたとおり、しばらくの間、確認をお願いします。

（しばらく時間を置く）

議 長 それでは、よろしいでしょうか。
ただ今確認していただいた中で、間違いや修正あるいは再確認が必要な農地等はござい

ませんでしょうか。

委 員 （委員からは、特段の意見は出ず）

議 長 それでは、特に意見がなければ採決に入ります。
お諮りします。 「議案第４１号 平成２５年度耕作放棄地調査に伴う非農地の判定に

ついて」は、原案のとおり承認することに異議ありませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。したがいまして、 「議案第４１号 平成２５年度耕作放棄地調
査に伴う非農地の判定について」は、原案のとおり承認することに決定しました。

以上で平成２５年度第１０回錦江町農業委員会定例総会の附議事項の協議を終了いたし
ます。

議長
（会長）

4番

5番

議事録調整者 折久木まり子


